
平成２６年（２０１４年）２月１３日発行－５－　　（２４１号） 市 議 会 だ よ り

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

市
民
の
健
康
を
保
護
し
、
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
散
防
止
と
安
全
な
生
活
環
境

確
保
の
た
め
、
議
員
提
案
に
よ
り
平

成　

年
３
月
に
条
例
を
可
決
し
た
。

２５
本
条
例
と
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
市

域
内
で
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
の
対

応
が
と
れ
る
こ
と
に
な
る
条
例
施
行

規
則
に
つ
い
て
、
契
進
捗
状
況
は
。

形
上
位
法
令
と
の
整
合
性
で
懸
念
も

考
え
ら
れ
る
が
、
国
や
都
の
関
連
法

令
の
動
向
は
。
径
施
行
規
則
の
今
後

の
作
業
予
定
は
。
混
乱
を
招
か
な
い

よ
う
条
例
施
行
前
に
周
知
徹
底
の
た

め
丁
寧
な
作
業
を
進
め
、
早
急
に
施

行
規
則
を
定
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

環
境
部
長　

契
現
在
は
条
例
施
行

規
則
作
成
の
作
業
途
中
と
い
う
状
況
。

市
長
提
案
で
は
施
行
規
則
作
成
も
同

時
並
行
す
る
事
例
が
多
い
が
、
本
条

例
で
は
可
決
以
降
、
本
格
的
な
検
討

に
着
手
し
た
。
形
大
気
汚
染
防
止
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
、
都
に
お
い
て
も
関
連
条
例
と
の

整
合
を
図
る
た
め
改
正
を
検
討
中
。

国
や
都
の
動
向
を
注
意
深
く
見
守
り

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
径
条
例
施

行
ま
で
の
周
知
期
間
中
に
都
な
ど
の

動
向
を
見
て
、
慎
重
さ
と
進
行
の
度

合
い
の
均
衡
を
図
り
、
市
内
の
環
境

と
市
民
に
寄
与
す
る
条
例
と
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
多
重
債
務
者
へ
の
市
税

徴
収
対
策
、
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
組
、

街
路
灯
の
対
応
窓
口
の
周
知
に
つ
い

て
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

虚
こ
れ
ま
で
の
質
疑
か
ら
、
福
祉

会
館
の
建
て
替
え
場
所
と
し
て
一
番

可
能
性
が
高
い
の
は
、
元
警
察
署
跡

地
と
思
わ
れ
る
。
契
財
政
の
こ
と
を

考
え
、
地
区
計
画
を
見
直
し
、
住
宅

と
の
複
合
に
よ
り
福
祉
会
館
を
入
れ

る
方
法
は
ど
う
か
。
形
範
囲
を
広
げ
、

再
開
発
に
よ
る
方
法
は
。
径
福
祉
会

館
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。
恵
現
在
の
地
区
計
画
の
ま
ま
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
で
の
建
築
を
考
え
な
い
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

契
見
直

し
の
理
由
や
、
法
令
上
の
要
件
の
整

理
、
上
位
計
画
と
の
整
合
が
必
要
。

形
区
域
内
の
合
意
形
成
を
図
る
に
は

相
当
の
期
間
が
必
要
と
な
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

径
早
急
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

恵
民
間
業
者
の

運
営
収
入
の
確
保
が
限
ら
れ
る
と
見

込
ま
れ
る
の
で
難
し
い
。

　

許
高
次
脳
機
能
障
が
い
へ
の
取
組

の
充
実
の
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
相

談
窓
口
を
設
置
し
な
い
か
。
ま
た
、

障
が
い
へ
の
周
囲
の
理
解
が
重
要
で

あ
り
、
理
解
を
得
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活

動
や
職
員
研
修
の
充
実
を
求
め
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

自
立
生
活
支
援

課
等
で
正
規
職
員
２
名
、
非
常
勤
嘱

託
職
員
２
名
が
対
応
。
全
員
精
神
保

健
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
。

市
内
対
象
者
は　

名
と
い
う
現
状
か

１３

ら
専
門
職
を
置
く
の
は
難
し
い
が
現

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

（
続
々
）
福
祉
会
館

（
続
々
）
福
祉
会
館
のの

建
て
替
え
に
つ
い

建
て
替
え
に
つ
い
てて

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

子
ど
も
の
権
利
条
例
に
基
づ
き
、

公
民
館
の
講
座
以
外
に
も
子
ど
も
の

権
利
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
な
取
組
を
拡
げ
る
こ
と
を
要

望
す
る
。
契
子
ど
も
の
権
利
の
周
知

の
た
め
に
他
自
治
体
が
行
っ
て
い
る

取
組
の
把
握
と
小
金
井
市
の
現
状
は
。

形
愛
知
県
豊
田
市
で
は
、
幼
児
、
小

学
校
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
、

中
学
生
、
大
人
向
け
に
教
材
を
作
っ

て
権
利
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
金
井
市
に
も
取
り
入
れ
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
全
国
的
な

も
の
は
把
握
し
て
い
な
い
。
都
内
で

は
、
本
市
と
同
様
に
啓
発
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
、
周
知
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
２
０
１
５
年

度
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
東
京
都
教
育

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
てて

学
ぶ
場

学
ぶ
場
をを

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
生
活
保
護
制
度
が
改
悪
さ
れ
、

小
金
井
市
苦
情
調
整
委
員
に
対
し
、

生
活
保
護
受
給
者
か
ら
の
相
談
が
増

え
て
い
る
。
契
苦
情
調
整
委
員
が
職

員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、

①
社
会
福
祉
士
な
ど
専
門
職
を
配
置

す
る
職
員
体
制
、
②
職
員
研
修
の
充

実
、
③
職
員
へ
の
携
帯
電
話
の
貸
与

な
ど
、
改
善
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
実
現
し
な
い
か
。
形
今
回
の

法
改
悪
で
扶
養
義
務
者
の
調
査
の
強

化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
真
に
受

け
る
べ
き
人
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

国
に
対
し
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
専
門
職
は
理

想
だ
が
、
現
職
員
へ
の
指
導
、
研
修

等
に
よ
り
対
応
を
し
た
い
。
形
国
に

上
げ
る
べ
き
意
見
は
上
げ
た
い
。

　

許
リ
ー
ス
庁
舎
は
計
画
ど
お
り
借

り
続
け
る
と
総
額　

億
円
に
な
る
。

６４

契
２
０
１
４
年
１
月
１
日
に
更
新
契

約
を
締
結
予
定
だ
が
、
進
捗
状
況
は
。

形
リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
解
消
の
責
任

を
ど
う
果
た
す
の
か
。
径
蛇
の
目
ミ

シ
ン
工
場
跡
地
へ
の
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎

建
設
で
早
期
解
消
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

総
務
部
長　

契
不
動
産
鑑
定
業
者

に
よ
る
鑑
定
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
金
額
よ
り
減
額
の
鑑
定
額
を
基
本

に
交
渉
中
で
あ
る
。

　

市
長　

形
早
く
解
消
し
た
い
が
、

財
政
的
な
も
の
を
考
え
て
判
断
す
る
。

径
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
保
護
制
度
に
つ
い

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
てて

市
の
見
解
を
問

市
の
見
解
を
問
うう

市
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛

市
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散散

防
止
条
例
施
行
に
向
け

防
止
条
例
施
行
に
向
け
てて

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
小
金
井
市
と
三
宅
村
の
友
好
盟

約
が
結
ば
れ
て
か
ら　

年
を
迎
え
た

３５

今
、
噴
火
に
よ
る
全
島
避
難
を
経
て
、

島
の
復
興
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

契
三
宅
村
と
の
友
好
の
現
状
は
。
形

平
成　

年
に
は
調
布
飛
行
場
と
三
宅

２６

島
間
の
小
型
飛
行
機
ル
ー
ト
の
開
設

が
予
定
さ
れ
、
ひ
と
・
物
・
文
化
の

往
来
が
頻
繁
に
な
る
。
ま
ち
お
こ
し

の
一
環
と
し
て
考
え
て
い
か
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

契
小
金
井
三
宅
島
友

好
協
会
の
存
在
は
大
き
く
、
年
２
回

の
ツ
ア
ー
や
市
民
ま
つ
り
等
で
島
の

産
物
を
販
売
す
る
な
ど
、
島
の
産
業

振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。
形
双
方
の

産
業
振
興
の
視
点
に
立
ち
、
商
工
会

と
共
に
互
い
の
振
興
を
図
り
た
い
。

　

許
心
と
体
の
健
康
維
持
の
た
め
に
。

契
食
育
基
本
条
例
の
周
知
方
法
は
。

三
宅
村
と
の
友
好

三
宅
村
と
の
友
好
をを

更
に
深
め
て
い
く
た
め

更
に
深
め
て
い
く
た
め
にに

形
健
康
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
方
策
を
。

径
学
校
給
食
の
米
飯
給
食
の
進
捗
は
。

　

健
康
課
長　

契
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
と
同
時
に
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
。

　

福
祉
保
健
部
長　

形
他
市
の
事
例

を
参
考
に
事
業
の
改
善
を
図
り
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

径
平
成　

年
度

２２

の
週
２
・
８
回
か
ら
、
平
成　

年
度

２４

は
週
３
・
１
回
に
。
炊
飯
器
導
入
も

２
校
か
ら　

校
に
な
り
、
未
導
入
の

１０

４
校
も
随
時
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　

距
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
減
少
を
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

あ
ら
ゆ
る

広
報
活
動
で
注
意
を
喚
起
。「
振
り

込
め
詐
欺
見
張
り
隊
」
を
周
知
す
る
。

委
員
会
作
成
の
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
活
用
し
、
鋭
い
人
権
感
覚
を

身
に
つ
け
自
立
し
た
個
人
を
育
て
る

教
育
の
推
進
を
位
置
付
け
て
い
る
。

形
権
利
学
習
の
教
材
作
成
、
活
用
は

研
究
し
た
い
。

　

生
涯
学
習
部
長　

形
２
０
０
７
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
「
子
ど
も
の
人

権
講
座
」
は
、
５
回
か
ら
７
回
に
回

数
を
増
や
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

以
上
の
拡
充
は
難
し
い
。

■
そ
の
他
、
中
高
生
の
居
場
所
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
公
民
館
の
空
き

部
屋
を
学
習
室
と
し
て
開
放
す
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
と
は

　議員が議案を審議・議決する以外に、
市政全般にわたり、市長や行政機関など
に対し、質問することができます。
　市が行う事務の状況や将来に対する方
針などについての質問をし、報告や説明
を求めることをいいます。

 一般質問はいつ行われるの？
 原則３月、６月、９月、１２月の年４回の
定例会で行います。

 質問時間はどのくらい？
 １人１回おおむね１時間以内です。
 傍聴はできるの？
 だれでも傍聴できますので、議会事務局
で傍聴の手続をしてください。
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Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

議議
会会

ＱＱ
＆
 
＆ 
ＡＡ

市管理の街路灯の管理番号

元警察署跡地の活用は

２０年間賃借している第二
庁舎。契約更新の期間が
今後の課題


